
(57)【要約】

【課題】　膨張黒鉛基材が保有している相手側部材への

なじみ性やシール性のよさが損なわれないものでありな

がら、たとえ小さい曲率半径で屈曲されたとしても、そ

の屈曲内周側に補強線材のたるみが生じるのを確実に防

止することができる膨張黒鉛製編み糸を提供する。

【解決手段】　膨張黒鉛製編み糸１は、ひねり加工した

幅３ｍｍ、厚さ０，３８ｍｍの膨張黒鉛基材２の外周を

、塑性変形しやすいステンレス線からなる線径０．０５

ｍｍ～０．２ｍｍの補強線材３によって、０．５ｍｍ～

５ｍｍの狭幅ピッチＰで緩みなくスパイラル状に巻回し

たものである。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 膨 張 黒 鉛 基 材 を 補 強 線 材 で 外 補 強 し た 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に お い て 、 前 記 補 強 線 材 が 線 径
０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成 さ れ 、 こ の 補 強 線 材 が ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の
狭 幅 ピ ッ チ で 緩 み な く ス パ イ ラ ル 状 に 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に お い て 、
　 前 記 補 強 線 材 が ０ ． １ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ の 締 付 け 強 さ で 緩 み な く 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻
回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に お い て 、
　 前 記 補 強 線 材 が 金 属 線 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に お い て 、
　 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 内 補 強 材 が 埋 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に お い
て 、
　 前 記 補 強 線 材 が 少 な く と も 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に お い
て 、
　 前 記 補 強 線 材 が 互 い に 交 差 す る 少 な く と も 二 条 の ス パ イ ラ ル 状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻
回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 。
【 請 求 項 ７ 】
　 複 数 本 の 編 み 糸 が 編 組 さ れ た 又 は 複 数 本 の 編 み 糸 が ひ ね り 加 工 さ れ た グ ラ ン ド パ ッ キ ン
に お い て 、
　 前 記 編 み 糸 は 膨 張 黒 鉛 基 材 を 補 強 線 材 で 外 補 強 さ れ て い る も の で 、 前 記 補 強 線 材 が 線 径
０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成 さ れ 、 こ の 補 強 線 材 が ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の
狭 幅 ピ ッ チ で 緩 み な く ス パ イ ラ ル 状 に 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る グ ラ ン ド パ ッ キ ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン に お い て 、
　 前 記 補 強 線 材 が ０ ． １ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ の 締 付 け 強 さ で 緩 み な く 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻
回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る グ ラ ン ド パ ッ キ ン 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ 又 は 請 求 項 ８ に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン に お い て 、
　 前 記 補 強 線 材 が 金 属 線 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る グ ラ ン ド パ ッ キ ン 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ７ 、 請 求 項 ８ 、 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン に お い て 、
　 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 内 補 強 材 が 埋 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る グ ラ ン ド パ ッ キ ン 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ７ 、 請 求 項 ８ 、 請 求 項 ９ 、 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン に お
い て 、
　 前 記 補 強 線 材 が 少 な く と も 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る グ ラ ン ド パ ッ キ ン 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ７ 、 請 求 項 ８ 、 請 求 項 ９ 、 請 求 項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン に お
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い て 、
　 前 記 補 強 線 材 が 互 い に 交 差 す る 少 な く と も 二 条 の ス パ イ ラ ル 状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻
回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る グ ラ ン ド パ ッ キ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 流 体 機 器 の 軸 封 部 に 用 い ら れ る グ ラ ン ド パ ッ キ ン に 好 適 な 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸
お よ び グ ラ ン ド パ ッ キ ン に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 と し て 、 所 定 幅 の 膨 張 黒 鉛 テ ー プ を 複 数 枚 重 ね 合 わ せ て 膨 張 黒
鉛 基 材 を 構 成 し 、 こ の 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 を 補 強 線 材 で ニ ッ ト 編 み 又 は 袋 編 み し て 外 補 強
し た も の が 提 案 さ れ て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 構 成 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に よ れ ば 、 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 を 補 強 線 材 で ニ ッ ト 編 み 等
し て 被 覆 し て あ る の で 、 こ れ ら 複 数 の 編 み 糸 を 編 組 し て グ ラ ン ド パ ッ キ ン を 製 造 す る 際 に
各 編 み 糸 に 生 じ る 引 っ 張 り 力 や ね じ り 力 に 対 し て 、 補 強 線 材 の ニ ッ ト 編 み が こ れ に 対 抗 し
、 こ の ニ ッ ト 編 み 内 に あ る 膨 張 黒 鉛 基 材 の 破 断 が 防 止 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ７ ９ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 編 み 糸 を 作 る 場 合 に 、 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 を 補 強 線 材 で ニ ッ ト 編 み 等 し
て 被 覆 す る の は 、 時 間 が か か り 生 産 性 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 膨 張 黒 鉛 基 材 の 周 り を 補 強 線 材 で ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し て 外 補 強 す る こ と を 考
え た 。
　 と こ ろ が 、 こ う し た 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 は 、 こ れ を 小 さ い 曲 率 半 径 で 屈 曲 す る と 、 そ の 屈
曲 し た 内 周 側 の 補 強 線 材 に た る み が で て 、 膨 張 黒 鉛 基 材 の 屈 曲 内 周 側 の 外 面 か ら 離 れ て 突
出 す る こ と が 知 見 さ れ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ う し た た る み が 発 生 す る と 、 相 手 側 部 材 が た と え ば 回 転 軸 の 場 合 に は 、 該 回 転 軸 の 正
逆 回 転 に 追 従 し て 前 記 た る み が 正 逆 回 転 方 向 に 繰 り 返 し 折 り 曲 げ ら れ 、 経 時 的 に そ の 根 元
部 分 で 破 断 す る お そ れ を 有 し 、 破 断 し た 場 合 に は 、 破 断 面 が 相 手 側 部 材 に 傷 を つ け て 損 傷
さ せ る お そ れ が あ る 。 ま た 、 相 手 側 部 材 が ス テ ム の 場 合 に は 、 該 ス テ ム の 往 復 運 動 に 追 従
し て 前 記 た る み が 往 復 運 動 方 向 に 繰 り 返 し 折 り 曲 げ ら れ 、 経 時 的 に そ の 根 元 部 分 で 破 断 す
る お そ れ を 有 し 、 破 断 し た 場 合 に は 、 破 断 面 が 相 手 側 部 材 に 傷 を つ け て 損 傷 さ せ る お そ れ
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 膨 張 黒
鉛 基 材 の 周 り を 補 強 線 材 で ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 す る も の で あ り な が ら 、 た と え 小 さ い 曲 率
半 径 で 屈 曲 さ れ た と し て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 補 強 線 材 の た る み が 生 じ る の を 確 実 に 防 止
す る こ と が で き 、 し か も 、 シ ー ル 性 も 損 な わ れ る こ と が な い 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 お よ び グ ラ
ン ド パ ッ キ ン を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に 係 る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 は 、 膨 張 黒
鉛 基 材 を 補 強 線 材 で 外 補 強 し た 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に お い て 、 前 記 補 強 線 材 が 線 径 ０ ． ０ ５
ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成 さ れ 、 こ の 補 強 線 材 が ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 狭 幅 ピ ッ
チ で 緩 み な く ス パ イ ラ ル 状 に 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-291264 A 2005.10.20



い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 は 、 前 記 補 強 線 材 が ０ ． １ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ の 締 付 け 強 さ
で 緩 み な く 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 は 、 前 記 補 強 線 材 が 金 属 線 に よ っ て 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 は 、 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 内 補 強 材 が 埋 設 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 は 、 前 記 金 属 線 が 少 な く と も 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 で
前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 は 、 前 記 金 属 線 が 互 い に 交 差 す る 少 な く と も 二 条 の
ス パ イ ラ ル 状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に 係 る グ ラ ン ド パ ッ キ ン は 、
複 数 本 の 編 み 糸 が 編 組 さ れ た 又 は 複 数 本 の 編 み 糸 が ひ ね り 加 工 さ れ た グ ラ ン ド パ ッ キ ン に
お い て 、
　 前 記 編 み 糸 は 膨 張 黒 鉛 基 材 を 補 強 線 材 で 外 補 強 さ れ て い る も の で 、 前 記 補 強 線 材 が 線 径
０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成 さ れ 、 こ の 補 強 線 材 が ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の
狭 幅 ピ ッ チ で 緩 み な く ス パ イ ラ ル 状 に 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン は 、 前 記 補 強 線 材 が ０ ． １ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ の 締 付 け 強 さ
で 緩 み な く 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン は 、 前 記 補 強 線 材 が 金 属 線 に よ っ て 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン は 、 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 内 補 強 材 が 埋 設 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン は 、 前 記 補 強 線 材 が 少 な く と も 一 条 の ス パ イ ラ ル
状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン は 、 前 記 補 強 線 材 が 互 い に 交 差 す る 少 な く と も 二
条 の ス パ イ ラ ル 状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に 係 る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 に よ れ ば 、 補 強 線 材 を 線 径 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ
～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成 し 、 し か も 、 こ の 細 い 補 強 線 材 を ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 狭
幅 ピ ッ チ で 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 緩 み な く 巻 回 す る と 、 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 が た と え 小 さ い
曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 補 強 線 材 の た る み が 生 じ る の が 確 実 に 防 止 さ
れ 、 ま た 、 シ ー ル 性 も 損 な わ れ な い 効 果 を 奏 す る も の で あ る 。
　 な お 、 補 強 線 材 と し て は 、 有 機 系 （ た と え ば 、 レ ー ヨ ン 、 フ ェ ノ ー ル 、 ア ラ ミ ド 、 Ｐ Ｂ
Ｉ 、 Ｐ Ｂ Ｏ 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｐ Ｐ Ｓ 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 等 ） の 線 材 、 無 機 系 （ た と え ば 、 ガ ラ ス 繊 維 、
炭 素 繊 維 、 セ ラ ミ ッ ク 繊 維 等 ） の 線 材 、 鉱 物 繊 維 の 線 材 、 金 属 （ た と え ば 、 ス テ ン レ ス 、
イ ン コ ネ ル ， モ ネ ル 等 ） の 線 材 な ど 、 用 途 に 応 じ て 各 種 の 線 材 が 選 択 的 に 使 用 で き る も の
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で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 補 強 線 材 を ０ ． １ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ の 締 付 け 強 さ で 前 記 膨 張
黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 す れ ば 、 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 が 小 さ い 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ て も 、 そ の
屈 曲 内 周 側 に 補 強 線 材 の た る み が 生 じ る の を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 補 強 線 材 が 金 属 線 で あ る と 、 金 属 線 は 塑 性 変 形 し
や す い こ と か ら 、 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し た と き 塑 性 変 形 を 起 こ し て
、 よ り 好 ま し く な じ み 、 よ り 確 実 に た る み を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 膨 張 黒 鉛 基 材 に 内 補 強 材 （ た と え ば 、 有 機 系 、 無 機 系
、 鉱 物 系 、 金 属 系 な ど の 繊 維 材 、 あ る い は 、 有 機 系 、 無 機 系 、 鉱 物 系 、 金 属 系 な ど の 線 材
な ど ） が 埋 設 さ れ て い る と 、 膨 張 黒 鉛 基 材 自 体 の 引 張 り 強 さ と ひ ね り 強 さ が 向 上 さ れ る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 補 強 線 材 が 少 な く と も 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 で 膨 張 黒 鉛
基 材 に 緩 み な く 巻 回 さ れ て い る こ と に よ り 、 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 が た と え 小 さ い 曲 率 半 径 で
屈 曲 さ れ た と し て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 金 属 線 の た る み が 生 じ る の を 確 実 に 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 補 強 線 材 が 互 い に 交 差 す る 少 な く と も 二 条 の ス パ イ ラ
ル 状 で 膨 張 黒 鉛 基 材 に 緩 み な く 巻 回 さ れ て い る こ と に よ り 、 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 が た と え 小
さ い 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ た と し て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 金 属 線 の た る み が 生 じ る の を 確 実
に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に 係 る グ ラ ン ド パ ッ キ ン に よ れ ば 、 複 数 本 編 組 さ れ 又 は 複 数 本 ひ
ね り 加 工 さ れ て い る 編 み 糸 の 補 強 線 材 が 線 径 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成
さ れ 、 か つ ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 狭 幅 ピ ッ チ で 緩 み な く ス パ イ ラ ル 状 に 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外
周 に 巻 回 さ れ て い る 結 果 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン が た と え 小 さ い 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ て も 、 そ
の 屈 曲 内 周 側 に 補 強 線 材 の た る み が 生 じ る の が 確 実 に 防 止 さ れ る も の で あ る 。 ま た 、 シ ー
ル 性 も 損 な わ れ な い も の で あ る 。
　 な お 、 補 強 線 材 と し て は 、 前 記 の と お り 、 有 機 （ た と え ば 、 レ ー ヨ ン 、 フ ェ ノ ー ル 、 ア
ラ ミ ド 、 Ｐ Ｂ Ｉ 、 Ｐ Ｂ Ｏ 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｐ Ｐ Ｓ 、 Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ 等 ） の 線 材 、 無 機 （ た と え ば 、 ガ
ラ ス 繊 維 、 炭 素 繊 維 、 セ ラ ミ ッ ク 繊 維 等 ） の 線 材 、 鉱 物 系 繊 維 の 線 材 、 金 属 系 （ た と え ば
、 ス テ ン レ ス 、 イ ン コ ネ ル ， モ ネ ル 等 ） の 線 材 な ど 、 用 途 に 応 じ て 各 種 の 線 材 が 選 択 的 に
使 用 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 補 強 線 材 が ０ ． １ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ の 締 付 け 強 さ で 前 記
膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に 巻 回 さ れ て い る 状 態 で あ る と 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン が 小 さ い 曲 率 半 径
で 屈 曲 さ れ て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 補 強 線 材 の た る み が 生 じ る の を よ り 確 実 に 防 止 す る こ
と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 補 強 線 材 が 金 属 線 で あ る と 、 金 属 線 は 塑 性 変 形 し や す
い こ と か ら 、 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し た と き 塑 性 変 形 を 起 こ し て 、 よ
り 好 ま し く な じ み 、 よ り 確 実 に た る み を 防 止 す る こ と が で き る 。
　 金 属 線 が 膨 張 黒 鉛 基 材 の 外 周 に よ り 好 ま し く な じ み 、 緩 み の な い 状 態 で ス パ イ ラ ル 状 に
巻 回 さ れ て 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン が 小 さ い 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 補 強
線 材 の た る み が 生 じ る の を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 膨 張 黒 鉛 基 材 に 内 補 強 材 （ た と え ば 、 有 機 系 、 無 機
系 、 鉱 物 系 、 金 属 系 な ど の 繊 維 材 、 あ る い は 、 有 機 系 、 無 機 系 、 鉱 物 系 、 金 属 系 の 線 材 な
ど ） が 埋 設 さ れ て い る と 、 耐 圧 性 の 高 い グ ラ ン ド パ ッ キ ン が 得 ら れ る と と も に 、 編 組 又 は
ひ ね り 加 工 に お け る 膨 張 黒 鉛 基 材 の 亀 裂 の 発 生 箇 所 も 少 な く で き 、 よ り 好 ま し い シ ー ル 性
が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 線 が 少 な く と も 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 で 前 記 膨 張
黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ と に よ り 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン が 小 さ い 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ た
と し て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 金 属 線 の た る み が 生 じ る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 金 属 線 が 互 い に 交 差 す る 少 な く と も 二 条 の ス パ イ ラ
ル 状 で 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 に 巻 回 さ れ て い る こ と に よ り 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン が 小 さ い 曲 率 半
径 で 屈 曲 さ れ た と し て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 金 属 線 の た る み が 生 じ る の を 確 実 に 防 止 す る
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ （ ａ ） ， （ ｂ ） は 、 請 求 項 １ 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に 係 る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 の 実
施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 こ れ ら の 図 に お い て 、 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ は 、 図 １ （ ａ ） の
よ う に 、 幅 ２ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ （ 好 ま し く は １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ０ ｍ ｍ ） 、 厚 さ ０ ． １ ｍ ｍ ～ ０ ．
５ ｍ ｍ （ 好 ま し く は ０ ． ２ ｍ ｍ ～ ０ ． ４ ｍ ｍ ） の 膨 張 黒 鉛 テ ー プ を ひ ね り 加 工 し た 膨 張 黒
鉛 基 材 ２ の 外 周 を 、 図 １ （ ｂ ） の よ う に 、 塑 性 変 形 し や す い 金 属 線 か ら な る 補 強 線 材 ３ に
よ っ て ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 狭 幅 ピ ッ チ Ｐ 、 好 ま し く は １ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ の 狭 幅 ピ ッ チ Ｐ で
緩 み な く 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 前 記 補 強 線 材 ３ と し て は 、 線 径 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． １ ｍ ｍ ～ ０
． ２ ｍ ｍ の 細 い ス テ ン レ ス （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） 線 材 が 用 い ら れ 、 こ の ス テ ン レ ス 線 を ０ ． １
Ｎ ～ ３ ０ Ｎ 、 好 ま し く は １ ０ Ｎ ～ ２ ０ Ｎ の 締 付 け 強 さ で 緩 み な く 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 周 に
巻 回 す る こ と に よ っ て 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 補 強 線 材 ３ が 線 径 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成 さ れ て い る
こ と と 、 こ の 細 い 補 強 線 材 ３ が ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 狭 幅 ピ ッ チ Ｐ で 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外
周 に 緩 み な く ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 さ れ て い る こ と と に よ り 、 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ が た と え
小 さ い 曲 率 半 径 で 屈 曲 さ れ た と し て も 、 そ の 屈 曲 内 周 側 に 補 強 線 材 ３ の た る み が 生 じ る の
を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 回 転 軸 や ス テ ム な ど の 相 手 側 部 材 に 対 す る 膨 張
黒 鉛 基 材 ２ の 接 触 圧 及 び 接 触 面 積 を 十 分 に 確 保 し て 、 相 手 側 部 材 へ の な じ み 性 や シ ー ル 性
が 低 下 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 補 強 線 材 ３ の 線 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 前 記 ０ ． １ Ｎ ～ ３ ０ Ｎ の 締 付
け 強 さ で 巻 回 さ せ よ う と す る と き に 補 強 線 材 ３ が 切 断 さ れ や す く 、 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 周
を 緩 み な く ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 す る こ と の 確 実 性 が 減 少 さ れ る 。 ま た 、 補 強 線 材 ３ の 線 径
が ０ ． ２ ｍ ｍ を 超 え る と 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 面 と 補 強 線 材 ３ の
外 面 頂 部 と の 間 の 距 離 Ｌ が 大 き く な る 。 そ の 結 果 、 こ の 編 み 糸 を 複 数 本 用 い て 編 組 又 は ひ
ね り 加 工 し て グ ラ ン ド パ ッ キ ン Ｇ を 構 成 し 、 こ の グ ラ ン ド パ ッ キ ン Ｇ を 図 ６ に 示 す よ う に
パ ッ キ ン ボ ッ ク ス 内 に 挿 入 し て パ ッ キ ン 押 え Ｂ で 押 圧 す る こ と に よ り グ ラ ン ド パ ッ キ ン Ｇ
の 各 編 み 糸 １ を 圧 縮 （ 図 中 の Ｃ 方 向 ） し た 時 に 、 各 編 み 糸 １ の 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ は 補 強 線 材
３ 、 ３ 間 か ら 外 方 に 膨 出 し よ と す る 膨 出 量 が 少 な く な り 、 相 手 側 部 材 に 十 分 な 接 触 圧 と 接
触 面 積 で 接 触 さ せ る こ と が 不 足 気 味 に な っ て 、 な じ み 性 や シ ー ル 性 が 低 下 す る こ と に な る
。 し た が っ て 、 補 強 線 材 ３ の 線 径 は 、 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ 、 好 ま し く は ０ ． １ ｍ ｍ
～ ０ ． ２ ｍ ｍ の 細 い 線 材 で 構 成 し て お く こ と が 好 ま し い も の で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し た 補 強 線 材 ３ の ピ ッ チ Ｐ が ０ ． ５ ｍ ｍ 未 満 で あ る と 、 補 強
線 材 ３ の 表 面 占 有 率 が 高 く な り 過 ぎ て 、 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 方 へ の 膨 出 が し に く く な
る と と も に 、 相 手 側 部 材 に 対 す る 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 接 触 面 積 も 小 さ く な り 、 な じ み 性 や シ
ー ル 性 が 低 下 す る こ と に な る 。 ま た 、 ピ ッ チ Ｐ が ５ ｍ ｍ を 超 え る と 、 補 強 線 材 ３ を 緩 み な
く 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 周 に 巻 回 し て も 、 ひ ね り 加 工 さ れ た 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 軸 線 に 対 す る
補 強 線 材 ３ の 巻 回 角 度 が 小 さ く な っ て 、 補 強 線 材 ３ に た る み が 発 生 し や す く な る 。 し た が
っ て 、 補 強 線 材 ３ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ の 狭 幅 ピ ッ チ に よ っ て 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 周 に
巻 回 し て お く こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 と こ ろ で 、 補 強 線 材 ３ の ス パ イ ラ ル 状 の 巻 回 は 、 図 １ （ ａ ） の よ う に 、 一 条 の ス パ イ ラ
ル 状 の 巻 回 に 限 ら れ ず 、 図 ２ の よ う に 、 互 い に 逆 向 き に ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し て 、 互 い に
き 交 差 す る 二 条 の ス パ イ ラ ル 状 の 巻 回 で あ っ て も 差 し 支 え な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 二 条 の ス パ イ ラ ル 状 で 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 周 に 緩 み な く 巻 回 さ れ て い る と 、
補 強 線 材 ３ の 補 強 作 用 が 前 記 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し た 構 成 よ り も 大 幅 に 高 め ら れ 、
ク ラ ン ド パ ッ キ ン に 構 成 す る 際 の 編 組 又 は ひ ね り 加 工 時 に 、 編 み 糸 切 れ と い う 事 態 が 減 少
さ れ る の み な ら ず 、 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 亀 裂 箇 所 も 大 幅 に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 膨 張 黒 鉛 テ ー プ の 幅 方 向 に 間 隔 を 隔 て
て 複 数 本 の 内 補 強 材 ６ を 長 手 方 向 に 埋 設 し て も よ い 。 こ の 線 条 の 内 補 強 材 ６ は 、 金 属 の み
な ら ず 、 木 綿 、 レ ー ヨ ン 、 フ ェ ノ ー ル 、 ア ラ ミ ド 、 Ｐ Ｂ Ｉ 、 Ｐ Ｂ Ｏ 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ 、 Ｐ Ｐ Ｓ 、
Ｐ Ｅ Ｅ Ｋ な ど の 有 機 系 繊 維 で あ っ て も よ く 、 ま た 、 ガ ラ ス 繊 維 、 炭 素 繊 維 、 セ ラ ミ ッ ク 繊
維 な ど の 無 機 系 繊 維 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 内 補 強 材 ６ は 、 線 条 に す る も の に 限 ら ず 、 金
属 繊 維 自 体 あ る い は 上 記 無 機 繊 維 自 体 あ る い は 上 記 有 機 繊 維 自 体 を 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 中 に
混 在 さ せ て 埋 設 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 内 補 強 材 ６ が 埋 設 さ れ て い る と 、 ク ラ ン ド パ ッ キ ン に 構 成 す る 際 の 編 組 又
は ひ ね り 加 工 時 に 、 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 亀 裂 箇 所 が 大 幅 に 減 少 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
〔 実 施 例 １ 〕
　 幅 ２ ０ ｍ ｍ 、 厚 さ ０ ． ２ ｍ ｍ の 膨 張 黒 鉛 テ ー プ を ひ ね り 加 工 し て 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ を 作 り
、 そ の 外 周 に 線 径 ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス 線 か ら な る 補 強 線 材 ３ を 、 ０ ．
５ ｍ ｍ ～ ６ ． ０ ｍ ｍ の ピ ッ チ で 緩 み な く 一 条 の ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し た 外 径 約 ３ ｍ ｍ の 膨
張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ （ 図 １ （ ｂ ） の 構 成 ） 、 及 び 、 前 記 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 周 に 前 記 と 同
様 の 線 径 範 囲 の 補 強 線 材 ３ で 、 か つ 、 こ の 補 強 線 材 ３ を 前 記 と 同 様 範 囲 の ピ ッ チ で 緩 み な
く 互 い に 交 差 す る 二 条 の ス パ イ ラ ル 状 に 巻 回 し た 外 径 約 ３ ｍ ｍ の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ｂ （
図 ２ の 構 成 ） を そ れ ぞ れ 作 成 し た 。 そ し て 、 こ れ ら 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ を ２ ｍ ｍ
又 は １ ｍ ｍ の 内 周 曲 率 半 径 で 屈 曲 し た 場 合 に お け る 屈 曲 内 周 側 で の 補 強 線 材 ３ の た る み の
結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 前 記 表 １ に お い て 、 補 強 線 材 ３ の 線 径 が ０ ． ０ ５ ｍ ｍ ～ ０ ． ２ ｍ ｍ で 、 か つ 、 補 強 線 材
３ の 巻 回 ピ ッ チ Ｐ が ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ６ ． ０ ｍ ｍ で あ れ ば 、 い ず れ の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、
１ Ｂ に お い て も 、 内 周 曲 率 半 径 ２ ｍ ｍ で 屈 曲 し た 場 合 の 屈 曲 内 周 側 で の 補 強 線 材 ３ の た る
み は 見 ら れ な か っ た 。 し か し な が ら 、 内 周 曲 率 半 径 を １ ｍ ｍ に す る と 、 い ず れ の 膨 張 黒 鉛
製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ に お い て も 、 補 強 線 材 ３ の 巻 回 ピ ッ チ Ｐ が ６ ． ０ ｍ ｍ の 場 合 、 屈 曲 内
周 側 で の 補 強 線 材 ３ の た る み が 見 ら れ る よ う に な っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 前 記 表 １ の 実 験 で 作 成 し た 一 条 と 二 条 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ と 同 様 の 膨
張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ を 作 成 し 、 こ の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ を 内 径 ３ ２ ｍ ｍ の
リ ン グ 状 に し て ス テ ム を 軸 封 し 、 締 付 圧 力 ３ ９ ． ２ Ｍ Ｐ ａ 、 熱 水 の 圧 力 × 温 度 ： １ ７ ． ２
Ｍ Ｐ ａ × ３ ５ ０ ℃ の 条 件 で 、 １ サ イ ク ル 目 、 ２ サ イ ク ル 目 、 お よ び ３ サ イ ク ル 目 と も に ３
時 間 （ ５ ０ ０ 往 復 ） 後 に お け る 熱 水 の 漏 洩 の 状 態 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ６ 】
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　 前 記 表 ２ に 示 す よ う に 、 い ず れ の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ に お い て も 、 漏 れ が 発 生
せ ず 、 シ ー ル 性 に 影 響 が で な い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に 係 る グ ラ ン ド パ ッ キ ン の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ４ に お い て 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン ４ は 、 前 述 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ （ １ Ａ 、 １ Ｂ ） を ８
本 集 束 し て 、 ８ 打 角 編 み し た も の で あ る 。 な お 、 補 強 線 材 ３ と し て は 、 ス テ ン レ ス 線 の 他
に 塑 性 変 形 し や す い 特 性 を 有 し て い る イ ン コ ネ ル ， モ ネ ル な ど の 金 属 線 を 使 用 し た も の で
あ っ て も よ い の は 勿 論 で あ る 。 ま た 、 補 強 線 材 ３ の 巻 回 は 、 互 い に 逆 向 き に ス パ イ ラ ル 状
に 巻 回 し て 、 互 い に 交 差 す る 二 条 の ス パ イ ラ ル 状 の 外 補 強 に し た も の で あ っ て も よ い の は
勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 さ ら に 、 ８ 打 角 編 み に 限 ら ず 、 １ ６ 打 角 編 み 、 １ ８ 打 角 編 み 、 ２ ４ 打 角 編 み 、 ３ ２ 打 角
編 み 、 あ る い は 、 中 芯 を 内 部 に 入 れ た 筒 編 み で あ っ て も よ い の は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
〔 実 施 例 ２ 〕
　 と こ ろ で 、 前 記 表 １ の 実 験 で 作 成 し た 一 条 と 二 条 の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ と 同 様
の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ を 作 成 し 、 こ の 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ Ａ 、 １ Ｂ を ８ 本 、 １ ６
本 、 ２ ４ 本 　 ３ ２ 本 で 集 束 し て 編 組 し た 各 々 の グ ラ ン ド パ ッ キ ン を ２ ０ ｍ ｍ 又 は １ ０ ｍ ｍ
の 内 周 曲 率 半 径 で 屈 曲 し た 場 合 に お け る 屈 曲 内 周 側 で の 補 強 線 材 ３ の た る み の 結 果 を 表 ３
に 示 す 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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【 表 ３ 】
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　 前 記 表 ３ に お い て 、 内 周 曲 率 半 径 ２ ０ ｍ ｍ で 屈 曲 し た 場 合 は 勿 論 の こ と 、 １ ０ ｍ ｍ の 小
さ い 内 周 曲 率 半 径 で 屈 曲 し て も 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン の 屈 曲 内 周 側 に 補 強 線 材 の た る み が 生
じ な い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 前 記 表 ３ の 実 験 で 使 用 し た ８ 打 角 編 み 、 １ ６ 打 角 編 み 、 １ ８ 打 角 編 み 、 ２ ４ 打 角
編 み 、 ３ ２ 打 角 編 み の 各 グ ラ ン ド パ ッ キ ン を 、 内 径 ３ ２ ｍ ｍ の リ ン グ 状 に し て ス テ ム を 軸
封 し 、 締 付 圧 力 ３ ９ ． ２ Ｍ Ｐ ａ 、 熱 水 の 圧 力 × 温 度 ： １ ７ ． ２ Ｍ Ｐ ａ × ３ ５ ０ ℃ の 条 件 で
、 １ サ イ ク ル 目 、 ２ サ イ ク ル 目 、 お よ び ３ サ イ ク ル 目 と も に ３ 時 間 （ ５ ０ ０ 往 復 ） 後 に お
け る 熱 水 の 漏 洩 の 状 況 を 表 ４ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ４ 】 10
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 前 記 表 ４ に お い て 、 い ず れ の グ ラ ン ド パ ッ キ ン に お い て も 漏 れ が 発 生 せ ず 、 シ ー ル 性 に
影 響 を お よ ぼ さ な い こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
〔 他 の 変 形 例 〕
　 な お 、 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ は 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 複 数 枚 の 膨 張 黒 鉛 テ ー プ を 積 み 重 ね
て 構 成 し た 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ で あ っ て も 、 ま た 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 膨 張 黒 鉛 テ ー プ を
長 手 方 向 に 折 り た た ん で 構 成 し た 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ で あ っ て も 、 ま た 、 図 ５ （ ｃ ） に 示 す よ
う に 膨 張 黒 鉛 テ ー プ を 長 手 方 向 に Ｖ 字 状 に 折 り た た ん で 構 成 し た 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ で あ っ て
も 、 さ ら に は 中 実 断 面 の 棒 状 あ る い は 紐 状 の 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ で あ っ て も よ い 。 さ ら に 加 え
て 、 こ れ ら 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ を ひ ね り 加 工 し た 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン の 形 態 と し て は 、 複 数 本 の 編 み 糸 を 編 組 す る 形 態 の グ ラ ン ド パ
ッ キ ン に 限 ら れ な い の は 勿 論 で あ る 。 た と え ば 、 複 数 本 の 編 み 糸 を ひ ね り 加 工 し た グ ラ ン
ド パ ッ キ ン で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 前 述 で は 、 グ ラ ン ド パ ッ キ ン ４ の 編 み 糸 と し て 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ６ の 発 明 に 係
る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 １ を 利 用 し て い る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 に 係 る グ ラ ン ド パ
ッ キ ン ４ は 、 こ の 場 合 に 限 ら れ ず 、 編 組 後 又 は 使 用 時 に お い て 、 請 求 項 ７ ～ １ ２ に 記 載 し
た 構 成 状 態 に な っ て い れ ば よ い も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ （ ａ ） は ひ ね り 加 工 し た 膨 張 黒 鉛 基 材 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 １
（ ｂ ） は 請 求 項 １ 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 に 係 る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視
図 で あ り 、 図 １ （ ｃ ） は 膨 張 黒 鉛 基 材 ２ の 外 面 と 補 強 線 材 の 外 面 頂 部 と の 間 の 距 離 の 関 係
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に 係 る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に 係 る 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 に 係 る グ ラ ン ド パ ッ キ ン の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 膨 張 黒 鉛 基 材 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 グ ラ ン ド パ ッ キ ン の 使 用 形 態 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 １ 　 膨 張 黒 鉛 製 編 み 糸
　 ２ 　 膨 張 黒 鉛 基 材
　 ３ 　 補 強 線 材
　 ４ 　 グ ラ ン ド パ ッ キ ン
　 ６ 　 内 補 強 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(16) JP 2005-291264 A 2005.10.20



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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